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Ⅲ. 稼働状況 
 
1. ホテルタイプ別の客室稼働率、客室単価、RevPARの年次推移 
過去 5 年間の推移をみると、2020 年度は年間を通して新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、

客室稼働率、客室単価、RevPARのいずれも 2003年度の調査開始以降、過去最大の減少率となった。 

2021年度は、前年度に実施された国内客向けの需要喚起策が再開されず、外国人の入国制限があった

が、客室稼働率は全ホテルタイプで 2020 年度を上回った。 

2022年度は、新型コロナウイルス感染症の影響が続くも、入域観光客数は 2年連続で増加し、客室稼

働率は全てのタイプで 2021年度を大幅に上回った。 

2023年度は、旺盛な旅行需要により入域観光客数は国内客、外国客とも 3年連続で増加し、客室稼働

率は全てのホテルタイプで 2022 年度を上回った。客室単価はリノベーションの実施などにより全ての

ホテルタイプで 2022 年度以降上昇している。 

2024年度は、国内客の旺盛な旅行需要や航空路線の再開に伴う外国客の増加により、県内主要ホテル

の客室稼働率は、全てのホテルタイプで前年度を上回った。客室単価は物価および人件費上昇に伴う価

格転嫁や宿泊客への利便性・サービス向上により全てのホテルタイプで前年度を上回った。新型コロナ

ウイルス感染症の影響を大きく受ける前の 2019年度（※）とも比較を行うと、客室単価は全てのホテ

ルタイプで上回るも、客室稼働率はリゾート・宿泊特化型ホテルが、RevPARは宿泊特化型ホテルが依然

として下回っている。 

※2020～2024年度の過去 5年間における調査先ホテルは同一であるが、2019年度は調査先ホテルの変

更があり、計数不連続である。 

 

(1) 客室稼働率 (OCC) 
タイプ別に客室稼働率をみると、シティホテルは 73.1％（前年度比＋7.5％P、2019 年度比＋0.4％

P）、リゾートホテルは 65.4％（同＋3.1％P、同△6.8％P）、宿泊特化型ホテルは 72.3％（同＋6.3％P、

同△6.4％P）と、全てのタイプで前年度を約 3～7％P上回ったが、2019 年度比ではシティホテルでは同

程度、リゾート・宿泊特化型ホテルでは約 6％P下回った(図表 14～17)。 

 

(2) 客室単価 (ADR) 
タイプ別に客室単価をみると、 シティホテルは 15,682円（前年度比＋928円、＋6.3％、2019年度

比＋1,682円、＋12.0％)、リゾートホテルは 29,031円(同＋1,134円、＋4.1％、同＋5,706円 

＋24.5％) 、宿泊特化型ホテルは 8,662円(同＋509円、＋6.2％、同＋28円、＋0.3％)となった。全て

のタイプで前年度を約 4～6％上回り、2019年度比でも、全てのタイプで上回った (図表 14～17)。 

 

(3) RevPAR [レブパー:販売可能な一室当たり平均室料］(=客室稼働率(OCC)×客室単価(ADR)) 
タイプ別に RevPARをみると、シティホテルは 11,459円（前年度比＋1,782円、＋18.4％、2019 年度

比＋1,280円、＋12.6％)、リゾートホテルは 18,994円(同＋1,606円、＋9.2％、同＋2,155円、 

＋12.8％) 、宿泊特化型ホテルは 6,264円(同＋880円、＋16.3％、同△534円、△7.9％)となった。全

てのタイプで前年度を約 9～18％上回ったものの、2019年度比では、シティ・リゾートホテルが約 12％

上回り、宿泊特化型ホテルでは約 8％下回った (図表 14～17)。 
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Ⅳ.まとめ 

2024年度は、2019年度末から大きな影響を及ぼした新型コロナウイルス感染症が 2023年に 5類感

染症へ移行し、初めて通年で社会経済活動が正常化した年となった。同年度における沖縄観光は、国

内客の旺盛な旅行需要や航空路線の再開に伴う外国客の増加により入域観光客数は増加し、特に国内

観光客数は過去最多を更新した。 

2024年度の県内主要ホテルの稼働状況については、増加する入域観光客数を背景に、客室稼働率は

全てのホテルタイプで 2023年度を上回った。一方で、2019年度以後、県内ホテルの新規開業が相次ぎ

客室数が増加した影響や、人手不足により従業員数に応じて稼働を調整したホテルが散見されたこと

から、リゾートホテル及び宿泊特化型ホテルにおいて、コロナ禍以前の 2019年度の水準には至ってい

ない。客室単価は、物価および人件費上昇のほか、宿泊客への利便性・サービスを向上させたことに

よる価格転嫁が進んだことから、全てのホテルタイプで 2023年度を上回り、2019年度の水準をも上回

っている。RevPARは全てのホテルタイプで 2023年度を上回り、シティ・リゾートホテルが 2019年度

の水準を上回るも、宿泊特化型ホテルでは下回っている。 

ヒアリングでは（参考資料編、P34図表⑫）、多くのホテルで費用の上昇分を客室価格へ転嫁させて

いる動きが見られた他、客室価格上昇に見合うよう宿泊客への利便性・サービス向上の取り組みにつ

いても積極的に行われている様子が確認できた。その一方で、調理師が不足しレストランの営業日を

一部制限するホテルや、清掃スタッフが不足し宿泊受入を一部制限するホテル等も散見され、人手不

足による機会損失が発生している様子についても確認できた。本レポート発刊の 2025年度時点におい

ても、毎月の入域観光客数は前年度同月対比で増加を続けており、今後も好調な観光需要を着実に取

り込むためには、人員確保に向けた恒常的な取り組みはもちろんのこと、限られた人員でも効率的に

運営できる生産性向上や省人化の取り組みについても併せて求められる。 

沖縄県は、第 6次観光振興計画に「世界から選ばれる持続可能な観光地の形成」を掲げる。県内ホ

テル事業者は、人手不足の解消といった課題に取り組みつつ、多様化する宿泊者のニーズに対応する

ため、自社の経営資源を生かしたコンテンツの開発、人材育成の強化などを進めている。これらの取

り組みにより事業の高付加価値化が図れるよう、沖縄公庫では、民間金融機関や関係団体等と連携し、

各施策と連動した金融支援等を通じて、宿泊事業者が抱える諸課題の解決のほか、沖縄の観光産業の

発展及び地域経済の活性化に貢献してまいりたい。 
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コンドミニアムホテル しまんちゅクラブ（60室）

ローヤルホテル（54室）

Oile by DSH Resorts（44室）

レフ沖縄アリーナbyベッセルホテルズ（150室）

HIDEOUT OKINAWA URUMA（23室）

プールヴィラ屋我地島by
コルディオプレミアム（7室）

The Grand Hotel Ginowan（82室）

HOTEL Ala COOJU OKINAWA（120室）

☆STORY LINE瀬長島（101室）

（184室）

（184室）

（294室）

（142室）
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☆サントリーニホテル&ヴィラズ宮古島（29室）

☆VIVOVIVA 石垣島（98室）

☆Seven X Seven石垣（121室）（8室）

（181室）
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メルキュールホテル沖縄那覇（260室）

東急ステイ沖縄那覇（199室）

沖縄ハーバービューホテル（352室）

那覇東急ＲＥＩホテル（215室）
ホテルルートイン那覇旭橋駅東（118室）

リーガロイヤルグラン沖縄（157室）
ホテルリソルトリニティ那覇（220室）

ダブルツリーbyヒルトン那覇（228室）
琉球サンロイヤルホテル（135室）

GRGホテル那覇東町（139室）

ネストホテル那覇西（143室）
那覇ウエスト・イン（150室）

レンブラントスタイル
那覇（146室）

ホテル・アンド ルームス
那覇ポート（237室）

☆B/C Hotel那覇
　レンタカー付ホテル（40室）

ティサージホテル那覇（132室）

ロワジールホテル&
スパタワー那覇（622室） 

ルートイングランディア那覇
（120室）

ホテル・トリフィート那覇旭橋（136室）

パシフィックホテル沖縄
（385室）

東横イン那覇旭橋駅前（283室）

東横イン那覇国際通り
美栄橋駅（94室）

Southwest Grand Hotel
（88室）

沖縄ナハナ・ホテル＆スパ（200室）

那覇ビーチサイドホテル（169室）

ホテルアベスト那覇国際通り（108室）

アパホテル〈那覇松山〉（363室）
OMO５沖縄那覇 by 星野リゾート

（189室）

アパホテル〈那覇空港若狭〉（105室）
ホテルカクテルステイナハ（100室）

ホテルグラン コンソルト那覇（151室）

西鉄リゾートイン那覇（250室）
ホテルリブマックスBUDGET那覇（81室）
プロスタイル旅館那覇県庁前（48室）

スマイルホテル那覇シティリゾート（227室）

HOTEL SANSUI NAHA（278室）

ダイワロイネットホテル沖縄県庁前（190室）
OKINAWA KARIYUSHI RESORT EXES NAHA（67室）   
ダイワロイネットホテル沖縄県庁前アネックス（50室）

アルモントホテル那覇県庁前（159室）
コンフォートホテル那覇県庁前（132室）

ホテルグレイスリー那覇（198室）

ホテルコレクティブ（260室）
ホテルサンパレス
球陽館（72室）

ホテルランタナ那覇国際通り（162室）
ホテルアートステイ那覇国際通り（89室）

ネストホテル那覇久茂地（120室）

ホテルＪＡＬシティ那覇（302室）

ホテルストレータ那覇
（221室）

スマイルホテル沖縄那覇（128室）

ホテルアクアチッタナハ（231室）
ホテルリゾネックス那覇（84室）   

ホテルブライオン那覇（134室）
ESTINATE HOTEL（79室）

プリンススマートイン那覇（149室）

リッチモンドホテル那覇久茂地
（225室）

ホテルアンテルーム那覇（126室）

沖縄船員会館（62室）

ソルヴィータホテル那覇（200室）
ホテルロコイン沖縄（128室）

ホテルランタナ那覇松山（99室）   

ホテルタイラ（95室）   

ホテルルートイン那覇泊港
  （208室）

GRGホテル那覇（159室）

グリーンリッチホテル那覇（98室）   

コンフォートイン那覇泊港（117室）   

☆ホテルピースアイランド那覇（90室）
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ホテルパームロイヤルＮＡＨＡ国際通り（170室）

コミュニティアンドスパ那覇セントラルホテル（190室）
ＪＲ九州ホテルブラッサム那覇 （218室）

ハイアットリージェンシー那覇沖縄 （294室）

沖縄サンプラザホテル（95室）

ザ・ナハテラス（145室）

東横イン那覇新都心おもろまち（203室）
HOTEL StoRK（130室） ダイワロイネットホテル那覇おもろまち（243室）

リブレガーデンホテル（109室）

ダイワロイネットホテル那覇おもろまちPREMIER（160室）

ダイワロイネットホテル那覇国際通り（261室）

ホテルオーシャン（93室）
ヒューイットリゾート那覇（331室）

オリオンホテル那覇（205室）
ホテル沖縄withサンリオキャラクターズ（66室）

アルモントホテル那覇おもろまち（207室）
スーパーホテル那覇・新都心（90室）   

東横イン那覇おもろまち駅前（150室）

HOTEL AZAT （172室）
沖縄逸の彩ホテル （201室）

南西観光ホテル（131室）

沖縄ホテル（78室）

ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城（333室）

ノボテル沖縄那覇（328室）
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